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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第45期

第２四半期累計期間
第46期

第２四半期累計期間
第45期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 4,681,205 5,177,423 11,388,696

経常利益 (千円) 36,449 25,080 502,713

四半期(当期)純利益 (千円) 5,789 12,011 280,618

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,266,921 1,266,921 1,266,921

発行済株式総数 (千株) 7,716 7,716 7,716

純資産額 (千円) 2,235,712 2,560,390 2,577,980

総資産額 (千円) 7,152,413 7,853,873 7,188,976

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 0.75 1.56 36.57

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 8.00

自己資本比率 (％) 31.2 32.6 35.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △765,677 △882,181 186,741

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △81,116 △114,548 △204,205

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 757,523 999,859 △46,031

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 536,075 564,980 561,851
 

 

回次
第45期

第２四半期会計期間
第46期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 15.48 22.53
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

　 いては記載しておりません。

２ 売上高には消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

５ 平成27年３月期の１株当たり配当額８円には、創業50周年記念配当５円を含んでおります。

 

２ 【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間における日本経済は、中国経済の減速懸念があるものの、企業収益や雇用・所得環境の改

善傾向にあり、緩やかな回復状況にありました。

また、建設業界においては、公共投資が底堅く、民間建設投資も企業業績の回復を背景に堅調に推移いたしまし

た。

このような状況のなか、当社は地球環境保全に貢献できる太陽光発電屋根や、従来の金属屋根では対応できな

かったビル・マンションへの防水屋根のほか、高機能・高品質屋根の普及に努めてまいりました。

この結果、当第2四半期累計期間の売上高は5,177百万円（前年同期比10.6％増）となり、その内訳は製品売上高

が3,129百万円（前年同期比5.1％増）、請負工事高が2,047百万円（前年同期比20.0％増）となりました。

損益面におきましては、営業利益は28百万円（前年同期比99.1％増）、経常利益は25百万円（前年同期比31.1％

減）となりました。また、法人税等を12百万円計上したことなどから、四半期純利益は12百万円（前年同期比

107.4％）となりました。

なお、当社の売上高は建設業界固有のマーケット特性により、事業年度の後半に著しく増加する傾向にありま

す。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ664百万円増加し、7,853百万円となりました。その主

な要因としては、9月の製品販売が増加し、受取手形及び売掛金が449百万円増加したことなどによるものです。

負債合計は前事業年度末に比べ682百万円増加し、5,293百万円となりました。その主な要因は、繁忙期に向けて

の資金需要に対応し、短期借入金が948百万円増加、支払手形及び買掛金が281百万円減少したことなどによるもの

です。

　純資産合計は、配当金の支払いなどにより前事業年度末に比べ17百万円減少して2,560百万円となり、自己資本

比率は32.6％になりました。

 

EDINET提出書類

元旦ビューティ工業株式会社(E01433)

四半期報告書

 3/17



 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び預金同等物は、前事業年度末に比べ3百万円増加し564百万円となりま

した。なお、資金の増減内容については、主として以下の要因によるものであります。

営業活動によるキャッシュ・フローについては、税引前四半期純利益24百万円を計上し、売上債権の増加額178百

万円やたな卸資産の増加額338百万円、仕入債務の減少額205百万円、及び法人税等の支払91百万円などが資金のマ

イナス要因となり△882百万円（前年同期は△765百万円）となっております。

投資活動によるキャッシュ・フローについては、機械設備などの取得による支出106百万円などにより△114百万

円（前年同期は△81百万円）となっております。

財務活動によるキャッシュ・フローについては、内容は金融機関からの借入金実行が2,950百万円、借入金返済が

1,870百万円あったことなどにより、999百万円（前年同期は757百万円）となっております。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は58,129千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,160,000

計 29,160,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,716,063 7,716,063
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 7,716,063 7,716,063 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

― 7,716,063 ― 1,266,921 ― ―
 

 

EDINET提出書類

元旦ビューティ工業株式会社(E01433)

四半期報告書

 5/17



 

(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

舩木 元旦 神奈川県藤沢市 1,986 25.7

舩木商事有限会社 神奈川県藤沢市亀井野403 724 9.3

全国元旦代理店持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 661 8.5

舩木　清子 神奈川県藤沢市 631 8.1

元旦ビューティ工業株式会社　
従業員持株会

神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 362 4.7

関東甲信越元旦会持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 296 3.8

元旦取引先持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 288 3.7

日鉄住金鋼板株式会社 東京都中央区日本橋本町１丁目５－６ 251 3.2

元旦ビューティ工業役員持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 195 2.5

東北北海道元旦会持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 179 2.3

計 ― 5,576 72.2
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式   43,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,639,000 7,639 ―

単元未満株式 普通株式　　34,063 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,716,063 ― ―

総株主の議決権 ― 7,639 ―
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② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
元旦ビューティ工業株式
会社

神奈川県藤沢市湘南台
１－１－21

43,000 ― 43,000 0.55

計 ― 43,000 ― 43,000 0.55
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 584,951 588,082

  受取手形及び売掛金 1,277,547 1,726,946

  完成工事未収入金 873,789 606,351

  製品 540,947 523,695

  仕掛品 4,143 2,899

  未成工事支出金 232,649 435,135

  原材料 586,713 741,495

  その他 238,515 283,505

  貸倒引当金 △1,155 △1,263

  流動資産合計 4,338,103 4,906,847

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 523,411 510,650

   機械及び装置（純額） 172,274 222,812

   土地 1,569,869 1,569,869

   その他（純額） 132,539 140,951

   有形固定資産合計 2,398,095 2,444,283

  無形固定資産 51,577 51,235

  投資その他の資産   

   その他 545,619 592,774

   貸倒引当金 △144,419 △141,268

   投資その他の資産合計 401,200 451,505

  固定資産合計 2,850,873 2,947,025

 資産合計 7,188,976 7,853,873

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,356,997 2,075,674

  工事未払金 260,093 335,896

  短期借入金 383,630 1,331,680

  1年内償還予定の社債 35,000 35,000

  未払法人税等 96,764 18,323

  製品保証引当金 25,056 26,147

  その他 399,111 290,851

  流動負債合計 3,556,653 4,113,573

 固定負債   

  社債 40,000 22,500

  長期借入金 573,310 704,670

  退職給付引当金 407,317 403,710

  その他 33,715 49,029

  固定負債合計 1,054,342 1,179,909

 負債合計 4,610,996 5,293,482
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,266,921 1,266,921

  利益剰余金 1,259,770 1,210,400

  自己株式 △16,614 △16,779

  株主資本合計 2,510,077 2,460,542

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 67,902 99,848

  評価・換算差額等合計 67,902 99,848

 純資産合計 2,577,980 2,560,390

負債純資産合計 7,188,976 7,853,873
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 4,681,205 5,177,423

売上原価 3,330,183 3,751,005

売上総利益 1,351,022 1,426,417

販売費及び一般管理費 ※１  1,336,551 ※１  1,397,593

営業利益 14,470 28,824

営業外収益   

 受取配当金 4,527 4,531

 受取賃貸料 5,500 6,333

 受取保険金 28,426 ―

 その他 11,943 17,054

 営業外収益合計 50,397 27,919

営業外費用   

 支払利息 9,103 8,170

 手形売却損 7,654 7,300

 その他 11,661 16,192

 営業外費用合計 28,418 31,664

経常利益 36,449 25,080

特別損失   

 貸倒引当金繰入額 400 195

 特別損失合計 400 195

税引前四半期純利益 36,049 24,885

法人税、住民税及び事業税 28,900 12,361

法人税等調整額 1,359 512

法人税等合計 30,259 12,873

四半期純利益 5,789 12,011
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 36,049 24,885

 減価償却費 69,326 75,040

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,486 △3,238

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,641 △3,607

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △479 1,091

 受取利息及び受取配当金 △4,634 △4,600

 支払利息 9,103 8,170

 売上債権の増減額（△は増加） 11,340 △178,614

 たな卸資産の増減額（△は増加） △235,639 △338,771

 仕入債務の増減額（△は減少） △479,765 △205,520

 その他 △28,603 △161,325

 小計 △615,145 △786,491

 利息及び配当金の受取額 4,642 4,607

 利息の支払額 △10,163 △9,286

 法人税等の支払額 △145,009 △91,011

 営業活動によるキャッシュ・フロー △765,677 △882,181

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △75,732 △106,061

 無形固定資産の取得による支出 △296 △4,719

 貸付けによる支出 △3,000 ―

 貸付金の回収による収入 3,177 1,275

 その他 △5,265 △5,042

 投資活動によるキャッシュ・フロー △81,116 △114,548

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 2,300,000 2,600,000

 短期借入金の返済による支出 △1,700,000 △1,600,000

 長期借入れによる収入 400,000 350,000

 長期借入金の返済による支出 △201,200 △270,590

 その他 △41,276 △79,550

 財務活動によるキャッシュ・フロー 757,523 999,859

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △89,270 3,129

現金及び現金同等物の期首残高 625,345 561,851

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  536,075 ※１  564,980
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　　受取手形割引高

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

受取手形割引高 1,799,222千円 1,098,393千円
 

　

(四半期損益計算書関係)

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

広告宣伝費 57,816千円 31,425千円

販売促進費 19,441 〃 21,660 〃

給料・賞与 598,936 〃 628,924 〃

退職給付費用 17,137 〃 18,625 〃

製品保証引当金繰入額 9,224 〃 6,958 〃

貸倒引当金繰入額 △3,486 〃 △918 〃

減価償却費 13,579 〃 13,961 〃
 

 

   売上高の季節的変動

前第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自 平成27年

４月１日 至 平成27年９月30日)

当社の売上高は、最終ユーザーの設備投資等の状況により、事業年度の後半に売上高が著しく増加する傾向にあ

ります。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 559,172千円 588,082千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

 △23,096 〃  △23,101 〃

現金及び現金同等物 536,075千円 564,980千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 23,020 3.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

当第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月29日
定時株主総会

普通株式 61,381 8.00 平成27年３月31日 平成27年６月30日 利益剰余金
 

(注)1株当たり配当額には、創業50周年記念配当５円を含んでおります。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

当社は、金属屋根事業、ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第２四半期累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

当社は、金属屋根事業、ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 75銭 1円56銭

    (算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 5,789 12,011

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 5,789 12,011

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,673 7,672
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成27年11月11日

元旦ビューティ工業株式会社

　取　締　役　会 　 御中

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   水　　野   雅　　史   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   細　　野　　和　　寿   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元旦ビューティ

工業株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第46期事業年度の第２四半期会計期間(平成27年７月１日

から平成27年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、元旦ビューティ工業株式会社の平成27年９月30日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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